
で
開
催
し
、
第
１
部
で

は
、
中
部
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ
協
会
大
場
副

部
会
長
の
あ
い
さ
つ
を

皮
切
り
に
、
平
成
28
年

度
の
活
動
報
告
・
平
成

29
年
度
の
活
動
計
画

(

案)

等
に
つ
い
て
説
明

を
行
っ
た
。
第
２
部
で

は
、
三
重
大
学
院
工
学

研
究
科
の
浅
野
聡
先
生
、

岐
阜
工
業
高
等
専
門
学

校
建
築
学
科
の
鶴
田
桂

子
先
生
、
神
戸
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
の
栗

山
尚
子
先
生
を
お
招
き

し
、
「
景
観
計
画
の
実

践
」
と
題
し
、
基
調
講

演
会
を
行
っ
た
。
講
演

後
は
、
先
生
方
3
名
も

出
席
い
た
だ
き
、
会
員

同
士
が
交
流
し
た
。

（
会
の
詳
細
は
別
紙
1

に
掲
載
）

新
体
制
が
発
足

多くの皆様に参加していただき感謝！

平
成
29
年
度
の
都
市
計

画
委
員
会
は
、
長
年
都

市
計
画
委
員
長
を
務
め

た
小
中
氏
（
玉
野
総
合

Ｃ
）
が
退
任
し
、
福
島

氏
（
ト
ー
ニ
チ
Ｃ
）
が

新
た
に
委
員
長
に
着
任

し
た
。
副
委
員
長
に
は

河
村
氏
（
オ
オ
バ
）
が

着
任
、
ま
た
、
継
続
委

員
7
名
、
委
員
交
代
3

名
、
新
規
委
員
3
名
の

計
15
人
体
制
で
ス
タ
ー

ト
し
た
。

平
成
29
年
10
月
4
日

（
水
）
愛
知
県
産
業
労

働
セ
ン
タ
ー
（
ウ
イ
ン

ク
あ
い
ち
）
に
て
第
27

回
業
務
技
術
発
表
会
を

開
催
し
た
。
都
市
計
画

部
門
で
は
5
編
の
応
募

が
あ
り
、
選
考
の
結
果
、

う
ち
4
編
に
つ
い
て
当

日
論
文
を
発
表
し
た
。

中
央
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

㈱
の
渡
邊
氏
（
発
表
タ

イ
ト
ル:

公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
つ
い

て
）
が
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
。
そ
の
他
の
発
表

者
は
、
㈱
テ
イ
コ
ク
伊

藤
氏
、
㈱
国
際
開
発
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ツ
渡
辺
氏
、

玉
野
総
合
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
㈱
の
川
口
氏
。

第
28
回
開
催
告
知

平
成
30
年
10
月
3
日

（
水
）
「
ウ
イ
ン
ク
あ

い
ち
」
に
て
開
催
予
定
。

４
月
に
応
募
依
頼
を
各

会
員
に
配
信
。
発
表
希

望
者
は
、
7
月
13
日
ま

で
に
概
要
書
を
提
出
。

業
務
技
術
部
門
は
応
募

者
の
中
か
ら
選
考

プ
レ
ゼ
ン
部
門
は
応
募

者
の
中
か
ら
抽
選
（
１

社
１
名
ま
で
）

平成29年度都市計画委員会活動及び参加者

【会員参加型企画】

●合同WG（6/21）：54名（15社）

●都市計画委員会総会（7/21）：45名（15社）

●都市整備WG現地見学会（10/20）：28名（15社）

●ﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟWG講習・見学会（11/8）：24名（12社）

●交通WG講習会（11/17）：38名（16社）

【都市計画委員の主な活動】

●業務技術発表会：主幹、運営補助、とりまとめ

●建設技術フェア2017in中部 学生交流広場対応

●建設コンサルタントフェア2017in中部：運営補助

●都市計画とまちづくり（三重県）：講師派遣

●事前復興まちづくり模擬訓練（愛知県）：研修会

●建設コンサルタント業界説明会：講師派遣

●都市計画委員会：毎月開催：（全8回、5月～12月）

延べ189名の会員にご参加いただきました！
ありがとうございます！

第
27
回
業
務
技
術

発
表
会

都市計画委員会
合同ＷＧ

合
同
Ｗ
Ｇ
開
催

平
成
29
年
度
の

活
動
方
針

今
年
度
の
都
市
計
画
検

討
グ
ル
ー
プ
（
委
員
と

会
員
と
の
活
動
）
で
は
、

技
術
研
鑚
を
通
じ
て
グ

ル
ー
プ
会
員
が
集
ま
り
、

互
い
の
交
流
の
輪
が
広

が
る
場
づ
く
り
や
、
学

識
経
験
者
、
官
公
庁
、

他
の
団
体
と
の
積
極
的

な
交
流
の
場
づ
く
り
を

進
め
た
。
本
年
度
も
、

都
市
計
画
委
員
会
に
設

置
さ
れ
て
い
る
「
都
市

整
備
」
、
「
交
通
」
、

「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
」

の
３
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ

（
以
下
、
Ｗ
Ｇ
）
主
体

の
活
動
と
し
た
。

交
通
ワ
ー
キ
ン

グ
活
動

都
市
整
備
Ｗ
Ｇ

活
動

平
成
29
年
10
月
20
日

（
金
）
に
「
自
動
運
転

が
創
る
未
来
の
都
市
交

通
の
あ
り
方
」
と
題
し
、

名
古
屋
大
学
未
来
社
会

創
造
機
構
森
川
先
生
他

3
名
の
講
師
を
お
招
き

し
、
愛
知
県
内
各
地
で

社
会
実
験
が
行
わ
れ
て

い
る
「
自
動
運
転
技

術
」
を
取
り
上
げ
、
期

待
さ
れ
る
効
果
・
導
入

に
向
け
た
課
題
・
展
望

な
ど
に
つ
い
て
、
産
官

学
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
講
演
い
た
だ
い
た
。

意
見
交
換
で
は
、
自
動

運
転
が
広
く
普
及
す
る

時
代
や
、
自
動
車
保
有

時
代
か
ら
カ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
へ
の
移
行
に
つ

い
て
質
問
が
挙
が
っ
た
。

（
詳
細
は
別
紙
2
の
2

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

交通ＷＧ
自動運転 講習会

平
成
29
年
6
月
21
日

（
水
）
に
、
３
Ｗ
Ｇ
合

同
の
会
議
を
宝
第
一
ビ

ル
（
名
古
屋
市
中
村

区
）
に
て
開
催
し
た

（
参
加
者
54
名
15
社
）
。

会
議
で
は
、
本
年
度
の

都
市
計
画
検
討
グ
ル
ー

プ
の
活
動
テ
ー
マ
を
決

め
る
た
め
、
各
会
員
が

学
び
た
い
・
見
て
み
た

い
内
容
に
つ
い
て
議
論

し
た
。
議
論
し
た
結
果

に
つ
い
て
は
、
例
年
同

様
各
Ｗ
Ｇ
代
表
と
し
て

選
出
し
た
若
手
技
術
者

が
プ
レ
ゼ
ン
し
た
。
合

同
Ｗ
Ｇ
後
に
は
、
意
見

交
換
会
を
実
施
し
、
出

身
地
や
血
液
型
な
ど
で

グ
ル
ー
プ
を
分
け
、
各

技
術
者
同
士
が
仕
事
や

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
話
な

ど
に
花
を
咲
か
せ
た
。

都
市
計
画
委
員

会
総
会

平
成
28
年
7
月
21
日

（
金
）
に
、
Ｉ
Ｍ
Ｙ

ホ
ー
ル
（
名
古
屋
市
東

区
）
に
て
平
成
29
年
年

度
都
市
計
画
委
員
会
総

会
を
開
催
し
た
（
参
加

者
45
名
15
社
）
。
総
会

は
前
後
半
の
２
部
構
成

と
視
察
を
実
施
し
た
。

当
日
は
、
錦
二
丁
目
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
会
長

の
堀
田
氏
を
講
師
と
し

て
お
迎
え
し
、
ま
ち
に

魅
力
を
取
り
戻
す
活
動

の
経
緯
や
苦
労
話
な
ど
、

現
場
の
目
線
で
語
っ
て

い
た
だ
い
た
。
講
習
後

は
、
現
地
に
移
動
し
、

取
り
組
ん
で
き
た
活
動

の
成
果
や
現
在
の
街
の

様
子
に
つ
い
て
視
察
し

た
。
（
詳
細
は
別
紙
2

の
1
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

合
同
Ｗ
Ｇ
に
お
い
て
、

要
望
の
多
か
っ
た
「
人

口
減
少
・
高
齢
化
社
会

に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く

り
」
や
「
地
域
資
源
の

活
用
、
魅
力
づ
く
り
の

事
例
」
を
取
り
組
み

テ
ー
マ
と
し
、
平
成
29

年
10
月
20
日
（
金
）
に

「
錦
二
丁
目
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
」
の
講
習
会

都市整備ＷＧ
錦二丁目まちづくり協議会

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
Ｗ
Ｇ
活
動

平
成
29
年
11
月
8
日

（
水
）
に
「
最
新
事
例

か
ら
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ
」
と

題
し
、
滋
賀
県
草
津
市

の
「
草
津
川
跡
地
公

園
」
・
「
ラ
・
コ
リ
ー

ナ
近
江
八
幡
」
で
の
講

習
会
・
現
地
見
学
会
を

実
施
し
た
。
草
津
川
跡

地
公
園
で
は
、
草
津
市

役
所
建
設
部
草
津
川
跡

地
整
備
課
の
間
宮
氏
・

森
田
氏
よ
り
、
「
草
津

川
跡
地
整
備
事
業

～

川
の
流
れ
を

人
の
流

れ
に
～
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
講
習
を
受
け
、
園

内
に
て
設
計
・
維
持
管

理
・
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
な
ど
の
事
例
に
つ

い
て
講
師
の
解
説
を
受

け
な
が
ら
現
地
を
見
学

し
た
。
そ
の
後
ラ
・
コ

リ
ー
ナ
近
江
八
幡
に
場

所
を
移
し
、
施
設
テ
ー

マ
、
詳
細
ま
で
拘
っ
た

デ
ザ
イ
ン
、
企
業
が
目

指
す
将
来
像
な
ど
に
つ

い
て
学
ん
だ
。
（
詳
細

は
別
紙
2
の
3
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）

ランドスケープＷＧ
草津川跡地公園他
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Ⅰ｡開催日程等 

日 時：平成２９年７月２１日（金）14:00～19：30 

場 所：Ｉ・Ｍ・Ｙ ６階第３会議室 

参加者：総会参加 ４５名（1５社） 

 

Ⅱ｡総会の次第 

１．開会                         【市橋副委員長】 

２．技術部会副部会長挨拶                 【大場副部会長】 

３．平成 2９年度委員の紹介                 【市橋副委員長】 

４．平成.2８年度活動報告と平成.2９年度活動計画（案）   【福島委員長】 

５．平成.2９年度各ＷＧ活動方針              【各委員】 

６．平成 2８年度決算報告と平成 2９年度予算（案）の説明  【福島委員長】 

７．講演会 『景観計画の実践』 

８．意見交換会  同館９階 ＩＭＹホール 

９．閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大場副部会長による挨拶】         【福島委員長による説明】 

 

Ⅲ｡平成 2９年度活動計画（案） 

 

テーマ ：都市計画を取り巻く動き、新しい情報の提供 

活動方法：ＷＧ活動を主体にニーズに対応した見学会、講習会等の開催と交流の深化 

合同ＷＧ：他の技術検討グループとの合同開催 

 

都市計画検討グループの目的は「技術研鑚」と「技術者相互の交流」です。技術の研鑚を

目標にして各グループ部員が集まり、お互いの交流の輪が広がる場づくり、学識経験者、官

公庁、他の団体とも積極的に交流の場づくりができるように進めていきたいと考えています。 

平成２9 年度は、平成２8 年度同様 WG 主体の活動に重点を置き活動計画を立案します。

また、社会貢献活動にも積極的に参加します。  

平成 29 年度 都市計画検討グループ総会 報告 

別紙 1 



2 
 

Ⅳ．記念講演会（15：00～17：30） 

 

『景観計画の実践』 

講師 ：三重大学大学院工学研究科   浅野 聡 准教授 

岐阜工業高等専門学校建築学科 鶴田佳子 教授 

神戸大学大学院工学研究科   栗山尚子 助教 

 

概要 ：景観法をめぐる景観まちづくりの 10 年の動向 

景観行政団体による景観計画の取り組み状況 

景観計画の検証：景観法 10 年の成果と課題 

景観計画と景観まちづくりの新しい展開 

 

景観法の制定 10 年を背景にして、現在の景観行政の進行状況とともに、様々な課題と

今後、それらの課題にどのように対処していくべきか等の方針が示されることで、将来に

向けた施策の指針等を得ることができました。社会状況の変化に伴い、景観計画を見直す

必要性や新規に計画策定を促す方向性がみられるなか、我々コンサルタントは魅力ある景

観づくりの推進に向けて、さらに見識を深めて貢献していく必要があります。 

質問では、先生方に景観的に優れたお勧めのまちについての話も聞くことができ、大変

興味深い講演会となりました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            【講演会風景】 

 

Ⅴ．意見交換会（18：00～19：30） 

先生方３名も出席していただき、賑やかな意見交換会となりました。講演会で聞けな

かった内容や質問もなされ、会員同志の交流の場として有意義な会となりました。また、

浅野准教授より、ブラタモリ（伊勢神宮）出演時の裏話も紹介していただきました。 
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都市整備ＷＧ 

Ⅰ．開催日程等 

日  時：平成 29 年 10 月 20 日（金） 15：00～20：00 

場  所：（一社）建設コンサルタンツ協会中部支部 会議室および錦二丁目地区内 

テーマ：錦二丁目まちづくり協議会 

講  師：錦二丁目まちづくり協議会 会長 堀田勝彦氏 

参加者：28 名（１5 社） 
 
 

Ⅱ.活動概要 
本講習会は、名古屋都心にある錦二丁目地区にてまちづくりに取り組んでおられる「錦二丁

目まちづくり協議会」の堀田会長に講義をしていただきました。錦二丁目は、繊維産業の衰退

や人口減少とともに町全体が個性と活力を失いつつある中、地域の事業者や住民が中心となり、

まちに魅力を取り戻す精力的な活動をしており、その活動の経緯やご苦労など、現場の目線で

語っていただきました。 

講演会では、繊維問屋組合の設立 50 周年イベントを契機として連続的に様々な活動を取り

組んできた空きビルのリノベーション、ベンチャー企業集積、低炭素まちづくりプロジェクト、

アートイベントなどの様々な活動についての説明がありました。またその中の空きビルのリノ

ベーションでは、空きビル１棟分の入居者を交渉中にもかかわらず、事前に集めてしまってオ

ーナーに交渉したこと、様々な理由で「貸すつもりがない」空きビルとアートイベントは相性

が良いことなど成功のポイントがいくつもあることを伺うことができました。 

その後、実際に現地まで歩き、取り組んできた活動の成果や現在の街の様子について視察し

ました。 

意見交換会では、講師の堀田様を囲み、まちづくり活動の話題で話がはずみました。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 29 年度 都市計画検討グループ ＷＧ活動報告 

▲堀田氏による講演            ▲講演会風景 

▲現地視察風景            ▲意見交換会 

別紙 2 
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交通ＷＧ 

Ⅰ．開催日程等 

日  時：平成 2９年 11 月 17 日（水） 14：00 ～ 17：00 

場  所：建設コンサルタント協会中部支部 3F 会議室 

テーマ：自動運転が創る未来の都市交通のあり方 

講  師：名古屋大学未来社会創造機構 森川高行 教授 

愛知県産業労働部産業振興課 柴山正明 氏 

アイサンテクノロジー㈱   山崎祐嗣 氏 

春日井市まちづくり推進部  水野真一 氏 

参加者：38 名（１6 社） 

 
Ⅱ.活動概要 

今回の講習会は、現在愛知県内各地で社会実験が行われている「自動運転技術」を取り上げ、

「自動運転が創る未来の都市交通のあり方」と題して、期待される効果・導入に向けた課題・展

望などについて、産官学のそれぞれの立場から講演いただきました。 

講習では、名大森川教授による「自動運転がもたらす街と社会の変化」で「ダイナミックマッ

プを使った交通マネジメント」や「ゆっくり自動運転」の活用、「次世代自動車」の姿などについ

て理解を深めることができました。さらに、愛知県の「あいち自動運転推進コンソーシアム」に

よる新たなビジネスモデル・事業の創出に対する期待を、アイサンテクノロジーの具体の自動運

転システム紹介や春日井市高蔵寺ニュータウンでの「先導的モビリティの取組」など、未来の都

市交通につながる知見を得ることができました。 

 

Ⅲ.意見交換の主な内容 

•自動運転が広く普及する時代について 

•自動車の所有からシェアリングへの移行について 

•ダイナミックマップの普及と費用について 

•高蔵寺ＮＴのパーソナルモビリティのサービス概要について 

•高蔵寺ＮＴ実証実験時の交通状況把握について 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲講習会風景（名古屋大学 森川教授） 

▲講習会風景（春日井市 水野様） ▲講習会風景（アイサンテクノロジー 山崎様） 

▲講習会風景（愛知県 柴山様） 
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ランドスケープＷＧ 

Ⅰ．開催日程等 

日  時：平成 29 年 11 月 8 日（水）8:00～18:30 

場  所：滋賀県草津市「草津川跡地公園」「ラ コリーナ近江八幡」 

テーマ：最新事例からランドスケープデザインを学ぶ 

講  師：草津市役所 建設部 草津川跡地整備課 整備管理グループ 副参事 間宮豊香 氏 

主  任 森田洋平 氏 

参加者：24 名（１2 社） 

 

Ⅱ．活動概要 

近年、公園においても多種多様なニーズが求めら

れており、草津川跡地公園は中心市街地や周辺都市

施設との連携による人々の交流やコミュニティ活性

化の新しいにぎわいのステージとして整備が進めら

れております。また、ラ コリーナ近江八幡は、木、

土、石、草などの自然素材を用いた農村景観と融合

した施設であります。この二つの施設から、最新の

ランドスケープデザインや市民協働による公園運営

などを学ぶため、講習会・見学会を実施しました。 

草津市役所の間宮氏、森田氏の講習会は、「草津川

跡地整備事業 ～川の流れを 人の流れに～」と題し、

江戸時代からの天井川であった経緯から、廃川後の

利活用検討、公園デザイン、公園計画・設計の留意

点、管理運営手法、市民との協働による公園運営な

ど計画から現在の運営、公園の将来への展望などを

学ぶことができました。講習会後は、講師の方の解

説付きで草津川跡地公園を見学し、設計、維持管理、

市民ニーズへの対応などなど具体的事例を見ながら

見解を聞くことができました。 

ラ コリーナ近江八幡では解説付き施設見学会を実施し、この施設のテーマ、ディティールまで

こだわったデザイン、企業が目指す将来像などを学ぶことができました。 

 

 

 

 

 

▲講習会風景 

▲解説付き公園見学会 

▲解説付き施設見学会 ▲参加者の集合写真 


